
水
土
里
ネ
ッ
ト
だ
よ
り
発

行
に
際
し
、
ご
挨
拶
申
し
上

げ
ま
す
。

組
合
員
の
皆
様
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、
常
日
頃
よ
り
当

土
地
改
良
区
の
運
営
に
多
大

な
る
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜

り
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

昨
年
の
通
水
に
は
地
元
生

産
組
合
・
総
代
・
役
員
・
行

政
関
係
者
ご
協
力
の
下
、
無

事
に
通
水
を
終
え
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
こ
と
を
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
今
年
二
月
神
奈
川

県
の
米
づ
く
り
に
と
っ
て
非

常
に
嬉
し
い
出
来
事
が
あ
り

ま
し
た
。
そ
れ
は
、
Ｊ
Ａ
全

農
が
平
塚
に
あ
り
ま
す
営
農
・

技
術
セ
ン
タ
ー
で
「
キ
ヌ
ヒ

カ
リ
」
と
「
コ
シ
ヒ
カ
リ
」

を
交
配
さ
せ
た
「
は
る
み
」

が
一
般
財
団
法
人
日
本
穀
物

検
定
協
会
主
催
の
平
成
28
年

度
米
の
食
味
ラ
ン
キ
ン
グ
で

特
Ａ
を
獲
得
し
た
事
で
あ
り

ま
す
。

神
奈
川
県
の
米
が
特
Ａ
を

取
れ
た
こ
と
は
、
米
の
産
地

に
衝
撃
を
与
え
ら
れ
た
こ
と

消
費
者
が
身
近
に
い
る
都
市

農
業
の
存
在
感
を
Ｐ
Ｒ
出
来

た
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。

本
年
は
県
内
各
地
で
「
は

る
み
」
が
生
産
さ
れ
る
見
通

し
で
こ
の
秋
に
は
、
各
地
区

の
直
売
所
が
賑
や
か
に
な
る

光
景
が
今
か
ら
楽
し
み
で
あ

り
、
米
づ
く
り
に
欠
か
せ
な

い
用
水
の
安
定
供
給
に
さ
ら

な
る
尽
力
を
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
緒
を
締
め
直
し
取

り
組
ん
で
参
り
ま
す
。
こ
れ

を
契
機
に
県
内
の
米
づ
く
り

が
盛
り
上
が
っ
て
頂
け
れ
ば

嬉
し
い
限
り
で
す
。

ま
た
、
国
の
農
業
政
策
に

お
い
て
も
大
き
く
変
わ
ろ
う

と
し
て
お
り
中
で
も
農
業
競

争
力
強
化
支
援
法
は
農
家
の

収
入
を
上
げ
る
施
策
と
し
て

議
論
が
進
ん
で
お
り
ア
メ
リ

カ
が
Ｔ
Ｐ
Ｐ
離
脱
し
11
カ
国

の
協
議
を
日
本
が
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
を
図
る
う
え
で
も
重

要
な
施
策
で
あ
る
こ
と
が
わ

か
り
ま
す
。
同
時
に
土
地
改

良
法
も
見
直
し
が
さ
れ
て
お

り
、
農
地
集
積
促
進
に
向
け

農
地
中
間
管
理
機
構
の
制
度

を
利
用
し
た
農
地
で
農
業
者

の
費
用
負
担
や
同
意
を
求
め

ず
に
大
区
画
化
す
る
基
盤
整

備
を
で
き
る
よ
う
に
す
る
法

案
な
ど
が
審
議
さ
れ
て
お
り

ま
す
。

こ
の
神
奈
川
で
も
農
地
の

集
積
、
区
画
の
見
直
し
が
進

め
ば
、
新
た
な
都
市
農
業
と

し
て
農
業
の
バ
ト
ン
を
未
来

へ
渡
す
こ
と
が
出
来
る
の
で

は
な
い
か
と
思
う
の
と
、
農

地
を
守
る
観
点
で
は
自
己
所

有
地
を
守
る
こ
と
で
も
あ
り

他
に
す
べ
て
任
せ
る
と
言
う

一
つ
の
選
択
肢
で
は
な
く
自

ら
農
地
を
維
持
す
る
の
も
選

択
肢
で
は
な
か
ろ
う
か
と
思

い
ま
す
。
こ
の
場
合
、
後
継

者
と
い
う
問
題
が
出
て
き
ま

す
が
、
後
継
者
の
す
べ
て
が

若
い
人
で
は
な
く
、
お
勤
め

を
辞
め
農
業
に
従
事
す
る
の

も
重
要
な
後
継
者
で
あ
る
と

考
え
ら
れ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

人
と
農
地
と
用
水
路
が
つ

な
が
り
本
年
も
秋
に
大
き
な

喜
び
を
招
き
入
れ
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

末
筆
に
な
り
ま
す
が
組
合

員
皆
様
の
ご
健
勝
を
ご
祈
念

申
し
上
げ
理
事
長
の
挨
拶
と

さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
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第２９１号

平成２９年５月１日

編 集 発 行

神奈川県

相模川左岸土地改良区

海老名市中新田3-35-1

電話 046-231-3247

Fax 046-235-1331

ご

挨

拶
理

事

長

赤

井

光

夫

「
こ
ん
な
と
き
は
？
」

受
益
農
地
に
異
動
が
あ
っ

た
と
き
は
、
必
ず
土
地
改
良

区
に
届
け
て
下
さ
い
。

相
続
、
売
買
等
に
よ
り
、

所
有
者
又
は
、
耕
作
者
が
変

更
に
な
っ
た
と
き
は
、
土
地

改
良
法
第
43
条
（
組
合
員
の

資
格
得
喪
の
通
知
義
務
）
に
、

基
づ
き
土
地
改
良
区
に
届
出

を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

手
続
き
を
さ
れ
る
方
は
、

各
市
町
、
農
業
委
員
会
及
び
、

土
地
改
良
区
に
備
え
て
あ
る
、

資
格
得
喪
通
知
書
で
届
け
出

て
く
だ
さ
い
。

農
地
（
水
田
）
の
転
用
・

及
び
地
区
除
外

農
地
（
水
田
）
を
転
用
す

る
と
き
は
、
土
地
改
良
区
の

除
外
手
続
き
が
必
要
に
な
り

ま
す
。

地
区
除
外
手
続
き
と
は
、

土
地
改
良
法
第
42
条
（
組
合

員
た
る
資
格
に
係
る
権
利
の

目
的
た
る
土
地
の
全
部
又
は

一
部
を
喪
失
し
た
場
合
は
土

地
改
良
区
の
事
業
に
関
す
る

権
利
義
務
に
つ
い
て
必
要
な

決
済
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
）
に
基
づ
き
土
地
改
良
区

で
、
地
区
除
外
処
理
規
定
を

定
め
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
に

よ
り
、
組
合
員
の
資
格
喪
失

及
び
、
当
該
地
番
の
抹
消
、

来
年
度
の
賦
課
金
の
減
額
措

置
を
す
る
こ
と
で
す
。

各
市
町
の
農
業
委
員
会
等

に
置
い
て
あ
り
ま
す
、
土
地

改
良
区
の
地
区
除
外
申
請
用

紙
（
３
枚
１
組
）
に
記
入
の

上
、
各
地
区
の
①
理
事
又
は
、

総
代
の
印
、
②
公
図
の
写
し
、

③
決
済
金
１
平
方
米
当
り
１

２
０
円
と
調
査
手
数
料
５
円

④
農
業
委
員
会
に
提
出
す
る

届
出
書
・
許
可
申
請
書
を
ご

持
参
の
下
さ
い
。
市
街
化
調

整
区
域
（
許
可
申
請
書
）
に

お
き
ま
し
て
は
、
⑤
農
地
法

施
行
規
則
の
意
見
書
を
発
行

い
た
し
ま
す
。
市
街
化
調
整

区
域
以
外
の
土
地
に
付
き
ま

し
て
は
、
承
認
書
を
発
行
し
、

地
区
除
外
さ
れ
た
こ
と
を
証

明
い
た
し
ま
す
。
①
各
地
区

の
役
員
、
総
代
等
の
所
在
に

つ
き
ま
し
て
は
、
お
尋
ね
く

だ
さ
い
。
②
公
図
に
当
該
地

番
を
赤
線
で
囲
ん
で
く
だ
さ

い
。
③
決
済
金
の
金
額
は
、

総
代
会
に
て
議
決
さ
れ
ま
す
。

④
当
該
地
番
、
面
積
等
を
届

出
書
及
び
申
請
書
に
よ
り
確

認
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

⑤
農
地
法
施
行
規
則
の
意
見

書
を
発
行
い
た
し
ま
す
。
市

街
化
調
整
区
域
以
外
の
土
地

に
付
き
ま
し
て
は
、
承
認
書

を
発
行
し
、
地
区
除
外
さ
れ

た
こ
と
を
証
明
い
た
し
ま
す
。

平
成
29
年
３
月
９
日
Ｊ
Ａ

海
老
名
グ
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

に
於
き
ま
し
て
、
第
137
回
総

代
会
が
開
催
さ
れ
、
提
出
８

議
案
は
、
同
日
原
案
ど
お
り

可
決
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

可
決
決
定
さ
れ
た
、
議
案

目
録
は
次
の
通
り
で
す
。

議
案
第
一
号

平
成
27
年
度
事
業
報
告
・

一
般
会
計
及
び
特
別
会
計
収

支
決
算
並
び
に
財
産
目
録
の

承
認
に
つ
い
て

（
上
表
参
照
）

議
案
第
二

号

平
成
28
年
度
収
支
補
正
予

算
に
つ
い
て

議
案
第
三
号

平
成
29
年
度
組
合
費
の
賦

課
及
び
徴
収
に
つ
い
て

議
案
第
四
号

平
成
28
年
度
地
区
除
外
決

済
金
の
算
定
に
つ
い
て

議
案
第
五
号

平
成
29
年
度
事
業
計
画
に

つ
い
て

議
案
第
六
号

平
成
28
年
度
一
般
会
計
及

び
特
別
会
計
収
支
予
算
に
つ

い
て
（
左
表
参
照
）

議
案
第
七
号

一
時
借
入
金
に
つ

議
案
第
八
号

役
員
選
任
規
程
の
一
部
変

更
に
つ
い
て

議
案
第
九
号

定
款
の
一
部
変
更
に
つ
い

て第
61
回
望
月
土
地
改
良

功
労
賞
受
賞
式

受
賞
者

総
代

西
海

正
美

様
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平成 ２７ 年度事業会計別決算額

会 計 名 歳 入 額 歳 出 額 繰 越 額

一 般 会 計 91,015,320 90,492,126 523,194

特

別

会

計

基 本 財 産 73,020,180 0 73,020,180

職 員 退 職 給 与 引 当 金 15,600,848 0 15,600,848

地 区 除 外 決 済 金 189,882,686 8,919,000 180,963,686

役 員 総 代 退 任 慰 労 金 積 立 金 1,917,211 485,750 1,431,461

小 計 280,420,925 9,404,750 271,016,175

合 計 371,436,245 99,896,876 271,539,369

平成 ２９ 年度一般会計収支予算

収 入 予 算 額 前年度予算額 比較増減

組 合 費 24,888,000 25,072,000 -184,000

使 用 料 4,664,000 4,664,000 0

補 助 金 56,281,000 63,637,000 -7,356,000

補 償 料 4,532,000 4,485,000 47,000

雑 収 入 4,835,000 5,570,000 -735,000

繰 入 金 15,095,000 14,732,000 363,000

繰 越 金 1,000,000 1,000,000 0

合 計 111,295,000 119,160,000 -7,865,000

支 出 予 算 額 前年度予算額 比較増減

事 務 費 20,462,000 20,710,000 -248,000

事 務 所 費 3,710,000 3,960,000 -250,000

諸 費 4,993,000 4,923,000 70,000

負 担 金 25,823,000 33,458,000 -7,635,000

維 持 管 理 費 52,807,000 51,428,000 1,379,000

繰 出 金 3,000,000 3,000,000 0

選 挙 費 0 1,181,000 -1,181,000

予 備 費 500,000 500,000 0

合 計 111,295,000 119,160,000 -7,865,000

総

代

会

報

告

そ
の
他
功
労
者
表
彰

神
奈
川
県
土
地
改
良
事
業
団
体
連
合
会

土
地
改
良
功
労
賞
受
賞

理
事

椚

利
雄

様議長 齋藤総代（相模原市）

により総代会が行われました



平
成
28
年
10
月
８
日
に
任

期
満
了
に
伴
う
、
総
代
選
挙

が
実
施
さ
れ
（
立
候
補
定
数

に
つ
き
無
投
票
）
42
名
の
総

代
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

任
期
は
、
平
成
32
年
10
月

８
日
ま
で
、
各
地
区
の
総
代

は
左
記
の
と
お
り

相
模
原
市

磯

部

齋

藤

祐

吉

新

戸

福

岡

主

乗

新

戸

西

山

和

秀

座

間

市

四
ッ
谷

川

島

暁

新
田
宿

池

上

貴

明

座

間

大

塚

清

司

座

間

高

橋

涉

座

間

野

島

喜
代
史

入

谷

吉

川

浩

正

入

谷

奥

津

春

幸

海
老
名
市

中
新
田

大

島

政

光

河
原
口

石

川

直

良

上

郷

杉

山

博

行

上
今
泉

池

田

惠

一

下
今
泉

伊

波

三

貴

国

分

倉

橋

聖

大

谷

児

島

晴

夫

大

谷

山

口

直

樹

杉
久
保

木

島

孝

上
河
内

宮

臺

文

夫

中
河
内

橋

本

信

行

本

郷

濱

田

御
喜
男

門
沢
橋

青

木

勝

彦

中

野

新

戸

健

冶

今

里

松

本

孝

夫

社

家

金

子

昌

利

寒

川

町

倉

見

北

村

茂

小

動

相

原

善

久

小

谷

大
久
保

泰

明

大

蔵

石

井

耕

一

岡

田

小

島

正

好

大

曲

鈴

木

一

實

田

端

石

黒

鉄

男

一
之
宮

小

島

新

弥

宮

山

根

岸

茂

和

藤

沢

市

打

戻

金

子

貞

廣

〃

金

子

初

夫

茅
ヶ
崎
市

芹

沢

田

代

喜

一

行

谷

野

中

清

菱

沼

高

橋

太

樹

西
久
保

鈴

木

敏

男

今

宿

今

井

英

夫
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除
草
対
策
補
修
工
事
（
茅
ヶ
崎
市
下
寺
尾
地
内
）
県
有
地
内

で
除
草
作
業
を
軽
減
す
る
工
事
で
す
。

設
計
・
施
工
管
理
は
神
奈
川
県
土
地
改
良
事
業
団
体
連
合
会

に
委
託
し
て
お
り
ま
す
。

施
行
前

→

施
工
後

県営事業・榎戸制水門（巻上機交換）、長寿命化事業（表面被服）

農
業
用
水
路
の
理
解
促
進
事
業
よ
り

神
奈
川
県
県
央
地
域
県
政
総
合
セ
ン
タ
ー
農
地
課
と
、
神
奈

川
の
農
業
を
多
く
の
人
に
知
っ
て
も
ら
う
た
め
水
路
ウ
オ
ー
キ

ン
グ
や
小
学
校
の
田
植
え
・
稲
刈
り
授
業
の
お
手
伝
い
を
し
て

お
り
ま
す
。

～
水
力
発
電
機
の
見
学
＆
田
ん
ぼ
の
生
き
物
調
査
～

本
日
は
、
相
模
川
磯
部
堰

土
地
改
良
区
連
合
の
通
水
式

に
お
招
き
い
た
だ
き
、
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、

本
日
の
通
水
式
が
、
お
天
気

の
下
で
執
り
行
わ
れ
ま
し
た

こ
と
に
、
お
喜
び
申
し
上
げ

ま
す
。

ま
た
、
ご
列
席
の
皆
様
を

は
じ
め
土
地
改
良
区
連
合
の

皆
様
に
は
、
日
頃
か
ら
、
県

の
農
業
施
策
等
の
推
進
に
御

理
解
・
御
協
力
を
賜
り
、
こ

の
場
を
お
借
り
し
ま
し
て
厚

く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
こ
の
磯
部
堰
か
ら

の
用
水
は
、
ご
案
内
の
と
お

り
相
模
川
左
右
岸
の
流
域
約

千
八
百
ha
の
水
田
を
潤
し
、

豊
穣
な
恵
み
を
も
た
ら
し
て

お
り
、
本
県
の
農
業
生
産
の

安
定
に
大
き
く
寄
与
し
て
い

る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ
り

ま
せ
ん
。

今
年
の
２
月
、
日
本
穀
物

協
会
が
平
成
28
年
産
の
米
食

味
ラ
ン
キ
ン
グ
を
発
表
し
ま

し
た
が
、
受
益
地
域
で
生
産

さ
れ
て
い
る
「
は
る
み
」
が

特
Ａ
に
選
ば
れ
ま
し
た
。
こ

の
報
道
以
降
「
は
る
み
」
が

売
り
切
れ
、
な
か
な
か
購
入

で
き
な
い
と
も
聞
い
て
い
ま

す
。
「
は
る
み
」
の
生
産
を

支
え
て
い
る
の
は
、
磯
部
か

ら
取
り
入
れ
て
い
る
、
こ
の

農
業
用
水
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
他
に
も
、
農
業
用
水

に
よ
り
、
豊
か
な
水
と
緑
に

恵
ま
れ
た
田
園
景
観
の
保
全

や
、
親
水
機
能
の
活
用
に
よ

る
潤
い
の
あ
る
生
活
環
境
の

形
成
な
ど
環
境
面
に
寄
与
し

て
い
る
ほ
か
、
洪
水
調
整
機

能
な
ど
の
多
面
的
機
能
を
発

揮
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ

い
ま
す
。

ま
た
、
農
業
用
水
の
管
理

に
つ
き
ま
し
て
は
、
昨
今
の

気
象
・
天
候
の
変
動
は
こ
れ

ま
で
と
比
べ
る
と
激
し
い
も

の
が
あ
り
、
水
門
の
開
閉
操

作
な
ど
の
対
応
に
つ
い
て
は
、

大
変
ご
苦
労
と
ご
面
倒
を
お

か
け
し
て
い
る
と
聞
い
て
お

り
ま
す
。

県
と
致
し
ま
し
て
も
少
し

で
も
皆
様
の
お
役
に
た
て
れ

ば
と
い
う
こ
と
で
、
ゲ
ー
ト

の
自
動
化
や
監
視
シ
ス
テ
ム

の
見
直
し
に
取
り
組
む
と
と

も
に
、
施
設
の
機
能
診
断
に

基
づ
く
保
全
対
策
を
進
め
る

な
ど
、
施
設
の
機
能
強
化
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

土
地
改
良
区
連
合
の
皆
様

に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
今
後

と
も
農
業
用
水
の
安
定
供
給

に
ご
尽
力
い
た
だ
く
と
と
も

に
、
優
良
農
地
の
維
持
と
農

業
の
発
展
や
地
域
環
境
の
保

全
に
ご
理
解
・
ご
協
力
を
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
す
る
次

第
で
す
。

現
在
、
国
で
は
、
「
農
用

地
の
利
用
集
積
を
促
進
す
る

措
置
」
「
防
災
減
災
対
策
を

強
化
す
る
措
置
」
「
事
業
実

施
手
続
き
の
合
理
化
」
な
ど
、

平
成
13
年
以
来
と
な
る
土
地

改
良
法
の
改
正
を
進
め
て
お

り
、
担
い
手
へ
の
農
地
の
集

積
に
欠
か
せ
な
い
基
盤
整
備

を
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
取

り
組
ん
で
い
く
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。

県
で
も
、
こ
の
3
月
に
、

県
の
都
市
農
業
推
進
条
例
に

基
づ
く
「
か
な
が
わ
農
業
活

性
化
指
針
」
を
改
正
し
、
優

れ
た
経
営
感
覚
を
持
っ
た
ト
ッ

プ
経
営
体
を
は
じ
め
と
す
る

担
い
手
の
育
成
対
策
と
と
も

に
、
今
後
の
地
域
農
業
の
あ

り
方
を
見
据
え
て
農
業
生
産

基
盤
の
整
備
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
通

水
が
滞
り
な
く
行
わ
れ
、
秋

に
は
無
事
豊
か
な
収
穫
を
迎

え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
よ
う

お
祈
り
す
る
と
と
も
に
、
相

模
川
磯
部
堰
土
地
改
良
連
合

の
ま
す
ま
す
の
発
展
と
皆
様

の
ご
健
勝
を
祈
念
い
た
し
ま

し
て
、
私
か
ら
の
お
祝
い
の

言
葉
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
本
日
は
誠
に
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
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相
模
川
磯
部
堰
土
地
改
良
区
連
合
主
催
に
よ
り
、
相
模

川
左
岸
土
地
改
良
区
、
相
模
川
西
部
土
地
改
良
区
、
神
奈

川
県
、
各
関
係
者
出
席
の
下
、
平
成
29
年
度
通
水
式
が
、

挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

湘
南
地
域
県
政
総
合
セ
ン
タ
ー
農
政
部
長
市
川
様
よ
り

ご
祝
辞
を
賜
り
ま
し
た
の
で
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

通
水
式
で
ご
挨
拶
さ
れ
る
市
川
農
政
部
長
（
写
真
中
央
）


